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現代バスケットボールにおける諸攻撃法の検討

第1回 StackOffense 
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1.はじめに

II. Stack Offenseの定義及ぴ基本的なalignment

III. Stackからの基本的なムーブ・プレー

IV.基本的なセットプレー及びContinuityPattern 

v.ポイントガードに対してプレッシャーをかけられた場合の対応
VI.評価

1 .はじめに

Stack Offenseは， Fred Jucker率いる Cincinatiが'61-62年と'62-63年の NCAAトーナメン

トを連覇した際にこのOffenseを使ったこと，そして BostonCollegeのBobCousyが1960年

代後半に用いたことによってそのpopula均一特に東部地区でのーが高められ七。その後はパ

ッシングゲームの急速な普及と歩を合わせ，おもにそのentrypatternとして発展してきたと

いえよう。

我が国でも，近年のバスケットボールブームに伴うアメリカのバスケットボール指導法に関

する知識の普及により， Stack Offenseを導入しているチームは徐々に増えつつあるが，パッシ

ングゲームやUCLAHigh Postなどと比較すると，普及の度合は極端に低いといわざるを得な

しE。

そこで，まず本稿では StackOffenseの基本的な alignmentやその呼称を紹介した後に，基

本的なムーヴ・プレーを DoubleStackの場合を中心に提示する。その上でStackOffenseの

長所・短所等をまとめることにする。

*慶謄義塾大学体育研究所助手
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現代バスケットボールにおける諸攻撃法の検討

II. Stack Offenseの定義及び基本的な alignment

単に StackOffenseといってもさまざまなノ〈リエーションがあり，その全てをここに紹介す

るのは到底不可能で、ある。元来Stackという言葉は複数のプレイヤーが「連なった状態」にあ

るalignmentそのものに対して付けられた呼称であり， UCLA High Postや FlexOffenseが

プレイヤーのある一定の動きによって定義づけられるのとは対照的である。そこで当然Stack

alignmentはさまざまなオフェンスのentrypatternとして利用されることが多い。

Stack Offenseはその initial alignmentによって以下のように分類きれる。それぞれの

alignmentをどう呼ぶかはコーチによって様々であるが，ここでは最も一般的な呼称を用いる

ことにする。尚，以下の alignmentにはそれぞれ特徴があり，その特徴を把握したうえで各チ

ームの状況・目的に合ったプレーを選択することが大切で、あることは言うまでもない。この点

についても簡単にコメントを加えておく。

a) Single Stack (図 2-1) 

単に 2人のプレイヤーが連なった状態。 Sin-

gle Postでの Offenseを考える時に有効。

b) Double Stack (図 2-2) 

Low Stack， Double Lowなど様々な呼ぴ方

があるが，今日単に StackOffenseというと，

この alignmentからのOffenseを指すこと

が多い。本稿の考察もこの alignmentからの

オフェンスを中心に進めていく。 Double

Postでの Offenseを展開するときに有効。
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現代パスケットボールにおける諸攻撃法の検討

c) High Stack (図2-3) 

Low Stackの変種だが， Stackの位置がかな

り高い-Free Throw Line辺りとなるーの

が特徴。 Freezingの時に用いられることが

多い。
4) 

d) High-Low Stack (図 2-4) 

Double Stackの変種。得点能力のある大型選

手がいないとにガード・フォワード障に pe-

rimeterからのシュートや 1on 1のチャンス

を作るために使われることが多い。

e) Triple Stack (図 2-5) 

Three-Men Stackと呼ばれることもある。

3人が連なった状態を指す。 Single Post， 

Double Postのいずれのオフェンスにも有効

に展開可能で、ある。

。
High Stack 

図2-3 

。
High-Low Stack 

図2-4 

。
Triple Stack 

図 2-5 

III. Stackからの基本的なムーブ・プレー

Stack Offenseは本来，強力なポストプレイヤーとジャンプシュート力のあるプレイヤーの

能力を活かすために考案された。後に説明する通り， 2人のプレイヤーが連なった状況から適

切に動けば，スクリーンプレーと同じ効果が期待でき，インサイドの有利なポジションを取っ

たプレイヤーか， perimeterでフリーとなったプレイヤーにボールを渡すことができるのであ

る。
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現代バスケットボールにおける諸攻撃法の検討

Stackの作り方は，通常FoulLaneに沿ってシューテイングガードやスモール・フォワード

がベースライン側に立ち，パワーフォワードやセンターがその上に位置する。本稿では便宜上

前者を BaselinePlayer，後者を PivotPlayerと呼ぶことにする。 Stackを形成する 2人は，

ゴール側を向く。Stackの位置については，Stackを形成する 2人のプレイヤーの能力に応じて

ということになるが，基本的には BaselinePlayerがウイングに pop-outしたときジャンプシ

ュートができ， Pivot Playerがボードを使ってシュート出来るょっなポジショニングが望まし

い。尚，最初に PivotPlayerがBaselinePlayerに対してダウンスクリーンをかけるよう指示

するコーチもいる。

ここでは DoubleStackを例に， a) Stackを形成する 2人のムーヴ， b)片サイドの3人での

協力プレー， c)両サイドの協力プレーの三つの状況に分けて， initial passの受け方を説明する。

1 . Stackを形成する 2人のムーヴ

まず基本となるのは BaselinePlayerがウイングに pop-outするときに自分のディフェンス

の状況を読み，適切な対応をすることである。まずはディフェンスがスウィッチしないケース

を考えよう。通常BaselinePlayerはフリースローラインの延長線とスリーポイントラインの

交点付近に向かつて pop-outする(図3-1)。ディフェンスがタイトな場合，通常より鋭角にボ

ールに向かっていく(図3-2)。場合によっては， curlしてゴールに向かっていってもよい(図

3-f)。デイフェンスがスクリナーの上側を通ろうとしたら，コーナーに pop-outする(図3-4)。

Baseline Playerのディフェンスがオーバープレーしているときは，スクリーナーのインサイド

を通って elbow付近にカットする。この時ガードはまず PivotPlayerへのロブパスを狙う(図

3 -5) 0 Baseline Player， Pivot Player双方のテVフェンスがオーバープレーしている場合は，

Pivot Playerがウイングにアウトすればよい(図3-6)。

Baseline Playerがボールを受けられそうにない場合や， Pivot Playerがインサイドで1対

1をできそうにない場合は， Pivot Playerがウイングにアウトする(図3-7)。

@
 

et 

図3-1 図3-2 
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現代バスケットボールにおける諸攻撃法の検討

@
 

⑥ 

図3-3 図3-4 

⑤ @ 

図3-5 図3-6 

@ ⑥ 

図3-7 図3-8 

次にディフェンスがスウッチしてくる場合であるが，この場合は単に BaselinePlayerがウ

イングにアウトするだけでよい。ガードは PivotPlayerへのパスを狙う(図 3-8)。

以上の何れのケースでも，ウイングにアウトしたプレイヤーがポールを受けられない場合は，

次のような動きをすると効果的である。

a) ロー・ポストにいるプレイヤーにスクリーンをかける(図3-9)。

b) バックドアーカットする。この時ロー・ポストのプレイヤーはハイポストにフラッシ

ュする(図 3-10)。

c) ロー・ポストのプレイヤーのパッククリーンを受けて，ゴールにカットする(図3-11)。
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現代バスケットボールにおける諸攻撃法の検討

@ @ 

図3-9 図3-10 

@ 

図 3-11 

2 .片側 3人での協力プレー

ここではウィングでボールを受けられない場合だけを取り上げるが，プレーとしては次の二

つがある。

a) Stackを形成した時点でボールを受けられな

いことがはっきりしている場合，ガードがウイ

ングにドリフツレしていく。BaselinePlayerはポ

イントガードのポジションを埋める(図 3-12)。

b) ウイングにアウトしたフレイヤーがポイントカや

ードにスクリーンをセットする(図3-13)。

図3-12 

図 3-13 



現代バスケットボールにおける諸攻撃法の検討

3. 5人での協力プレー

5人での協力プレーとなるとバリエーションが非常に豊富となるが，基本となるのは

Baseline PlayerのSwingとBaselineExchangeの二つである(図3-14， 15)。

@ 
@ 

図3-14 図3-15 

もし両サイドへのフ。レッシャーが強く，ウイングにパスができないときには，ポイントガー

ドはミドル・レーンへのpenetrationを試みる(図3-3)。

@ 

図3-16 

IV. 基本的なセットプレー及ぴContinuityPattern 

Stack Offenseに関する論文・書籍は多数あり，中には StackOffenseと称して Continuity

Patternを紹介しているものもある。しかし既に述べたとおり， Stackとはプレイヤーのある一

定の alignmentに対して付けられた呼称であり，あるオフェンスを StackOffenseと呼ぶかど

うかは，その後に続くパターンがどうであるかということとは関係ない。この意味でStack

Offenseとは， Tarkanian等が言うように Stackalignmentから始まるセットプレーの組み合

せなのである。
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現代パスケットボールにおける諸攻撃法の検討

そこで，ここではまず各ポジションのプレイヤーの能力を活かすためのセットプレーをいく

つか取り上げ，次に Stackalignmentから始まる ContinuityPatternで代表的なものを 1つ例

示する。

1 .セットプレー

a) ポイントガードのためのプレー

例 1…ポイントガードが1on 1の能力に長けてい

る場合，ポイントガードのサイドを clearout 

する(図 4-1)。

例2…ポイントガードがウインク1こノfスしたら，逆

サイドの Pivot Playerはボールサイドの

elbowにフラッシュする。同時に逆サイドの

Baseline Playerはポイントカゃードにフレア

ースクリーンをセットする(図 4-2)。

例 3…ポイントガードにポストでの 1on 1の能力

がある場合， UCLA Cutを使う(図4-3)。

図4-1 

図4-2 

図4-3 



現代バスケットボーノレにおける諸攻撃法の検討

b) Baseline Playerの為のプレー

既に説明した 5人による協力プレーは BaselinePlayerの為のセットプレーとしても

有効で内ある(図 3-12， 13参照)。他に次のようなプレーがある。

例 1…ポイントガードはウインクゃにパスした後，逆

サイドに screenawayする。ボールサイドの

Pivot Playerは，逆サイドにいってゴール下

をclearoutする。これは BaselinePlayerに

1 on 1のチャンスを作るためのプレーである

(図 4-4)。

例 2…ポイントガードはウイングにパスすると同時

に，ボールサイドの PivotPlayerは逆サイド

にいく。逆サイドの BaselinePlayerは2人

のPivotPlayerによるダブルスクリーンを

{吏ってボールサイドにカットする。(図 4-5) 

c) Pivot Playerのためのプレー

例 1…BaselinePlayerがウイングでボールを受け

たら，ボールサイドの PivotPlayerは直ちに

逆サイドの PivotPlayerにスクリーンをセ

ットする(図 4-6)。

図4-4 

図4-5 

@
 
図4-6 



現代パスケットボールにおける諸攻撃法の検討

例2…何れか一方の PivotPlayerは，ハイポストに

フラッシュしてポイントガードからボールを

受ける。逆サイドの PivotPlayerは，ゴール

付近に duckinしボールを受ける(図 4-7)。

e 

図4-7 

2.Continuity Patterp 

ポイントガードは何れか一方の BaselinePlayer (図では 3)にパスする。この時逆サイドの

Baseline Player (2)はハイポストに向かつてカットする。ボールサイドの PivotPlayer (5)は3

からパスを受け取れそうなら postupする。駄目なら逆サイドの PivotPlayer (4)にスクリーン

をセットする。 3は2か 4(5が postupした時は4ではなく 5)へのパスを狙う。 2，4いずれ

にもパスできなかった場合， 3はポイントガードにパスを返す。同時に 2は初めのポジション

に戻って 5とStackを形成する。 3は4とStackを形成する(図4-8-10)。

φ
 

図4-8 図4-9 
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現代バスケットボールにおける諸攻撃法の検討

v.ポイントガードに対してプレッシャーをかけられた場合の対応

既に指摘したように，元来StackOffenseは強力なポストプレイヤーとジャンプシュート力

のあるプレイヤーの能力を活かすために考えられたオフェンスである。従って，この両者が揃

った場合， Stack Offenseは非常に効果的なものになる。しかし実際に StackOffenseをプレ

ーするにあたって絶対に欠かせないのは，優秀なポイントガードである。というのは，このオ

フェンスではポイントガードがかなりの時間ボールをキープするからである。ポストプレイヤ

ーやシューターの何れかが欠けても， Stack Offenseの枠組みの中でそのような状況に対応す

ることは可能で、あるが，長時間ボールをコントロールする役割を担うプレイヤーが欠けては，

オフェンスそのものが成り立たなくなってしまう。

これは同時に， もしディフェンスがポイントガードに対して強くプレッシャーをかけてきた

場合，それに対応するプレーを持つ必要性があることを意味する。ここでは 3つの状況に分け

て，ガードへのフ。レッシャーに対する対応の仕方を説明する。

1) ガードに対してダブルチームが組まれた場合，他

の4人は直ちに 1-4alignmentに移って，スペース

をとる。何れかのプレイヤーが必ずオープンになり，

そこにボールが渡れば簡単にシュートできるであろ

う(図 5-1)。

2) ガードのディフェンスがサイドにオーバープレー

している場合，ポイントガードはミドルレーンのペ

ネトレーションを試みる(図5-2)。

x x 
@ 

図5-1 

図5-2 



現代バスケットボールにおける諸攻撃法の検討

3) ディフェンスが正面から強くディフェンスしてく

る場合は，ポストとの2一manGameを狙う(図 5

3)。

VI.評 f面

図5-3 

あるオフェンスを採用するかどうかを決定するにあたっては，各チームのプレイヤーの状況

と共に，そのオフェンスの長所・短所を考慮することが必要で、ある。では， Stack Offenseの長

所・短所には一体どんなものがあるだろうか。

先ず長所であるが，第一に挙げられるのは，プレーの修得が容易だということである。立ち

止まった状況で、デPィフェンスの反応を見ることができるので，吉井が指摘するように，オフェ

ンスにそれほど高度な技術がなくてもスクリーンと同じ効果が期待できるのである。

次にインサイドでの得点のチャンスが多くなるということが挙げられる。 Stackからの動き

が適切で、あれば， 1っか 2つのパスで比較的容易にインサイドにボールを渡すことができる。

と同時にウイングに pop-outし始める位置が，通常のオフェンスよりゴールに近いので，ジャ

ンプシュートを撃つチャンスが多くなるということも長所として挙げられよう。

ボールハンドリングに長けたポイントガードがボールを保持している時聞が長いということ

も長所の一つである。これによって不必要な turnoverの数を減らすことができる。

その他，例えば以下のような点が長所として挙げられる。

・ポイントガードの penetrationのチャンスが多くなる。

-それほど動きの多いオフェンスではないので，プレーしていて疲れない。

・ゴール近辺に大きい選手が常にいるので，オフェンスリバウンドのチャンスが多くなる。

短所として先ず挙げられるのはポイントガードがミスを犯すと，それが即座に相手の得点の

チャンスにつながってしまっということである。従ってポイントガードへの負担は相当なもの

となる。

大きいプレーヤーがあまり広い範囲を動かないということも短所である。これによってディ

フェンスも容易になろうし，なにより彼等の技術向上のためにはマイナスとなる。
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現代バスケットボールにおける諸攻撃法の検討

さらに StackOffenseで一試合戦い抜くのは不可能だということも指摘しておく必要があろ

う。たしかに Stackからのムーブ・プレーはバリエーションが豊富でPあるが，基本的なシステ

ムは極めてシンブ。ルで，故に修得も容易で〉ある。これは同時にディフェンスも比較的容易に対

応できるということを意味する。従って，もし StackOffenseで一試合戦おうとするなら，多

数のセットプレイを用意する必要がある。しかしこれは容易なことではない。また，例え多く

のセットプレーを用意できたとしても，シュートチャンスを作るために何度もリセットしなけ

ればならなお。従って，現実にはセソトプレーに続く Co凶 nuityPatternを準備するか，パッ

シングゲームのような他のオフェンスと併用することになろう。

以上StackOffenseについて概観してきたが，これまでの議論は全てマンツーマンディフェ

ンスを想定してのものである。今後の課題としては

1) ゾーンディフェンスに対してどのような StackOffenseを展開するか，

2) Press Offenseや， Inbounds Playなどをはじめとする SpecialSituationで，いかに

Stackを使うか，

などが挙げられよう。

何れの場合も“Stackalignment"の持つ利点を正確に把握し，それを各々の状況で活かして

いく努力と工夫が必要とされることはいうまでもない。

注

1) See， Tarkanian & Power (1984) p. 91.尚， Double Stack Offense はBobMcKinnonによっ

て1950年代初めに導入されたといわれる。 See，Kloppenburg (1990) p. 18.，同 (1993)p. 102. 

2) Websterは，今日の PassingGame はStackOffenseから発展してきたと述べている。 See，

Fran Webster (1984) p. 36. 

3) Single Stack Offenseについては，例えばBrett(1987)， Cluytens (1987)， Hall & Dean (1983) 

pp. 5-11.， Harkins (1984)を参照。

4) High Stackからの DelayedOffenseについては， Fox (1985)， Gibson (1979)， Hankinson (1983) 

pp.48-49を参照。ノーマルな場合の Offenseについては例えばRichard(1968) pp. 65-71を参照。

5) High-Low Stackからの Offenseについては， Baker (1992) pp. 22-23.， Brown (1978) pp. 44-

74などを参照。

6) Triple Stack Offenseについては，吉井 (1987)pp. 192-197， Edwards (1990)などを参照。

7) Harkins (1984) p. 123. 

8) 吉井 (1977)p. 49，同 (1987)，p. 185 

9) 但し，両者ともポイントガードのほうを向くよう指示するコーチもいる。例えばRichard(1968) 

p.23.しかし，少なくとも PivotPlayerはゴールのほうを向いていたほうがよいだろう。Baseline

Playerがウイングに pop-outする際， Pivot Playerがスクリーナーの役割を果たすためには，こ

のほうが効果的である。

10) ディフェンスがウインクゃへの pop-outに慣れてきたときもこの動きをすると効果的である。

See， Hamlin (1983) pp. 64-65. 

11) その他，例えばBrown(1990) pp. 11-13.， Harkins (1984) pp. 77-80などを参照。
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12) Tarkanian & Power (1981) p. 91. 

13) セットプレーは Cousy& Power (1983)の中で多数紹介きれている。 See，Cousy & Power 

(1983) pp. 223-230. その他Brown(1990) pp. 14-17などを参照。

14) ここに紹介した以外の ContinuityPatternについては，例えばHall& Dean (1984) pp. 12-18 

や Harkins(1984)，同 (1987)pp. 1-13.， Land (1976)などを参照。

15) 以下の説明は， Schreier (1987)に基づいている。 See，Schreier (1987) pp. 74-75 

16) Stack Offenseの長所・短所については，例えばCousy & Power (1983) pp. 219-220.， 

Kloppenburg (1990) p. 18，同 (1993)p. 102.， Tarkanian & Warren (1981) pp. 91-92を参照。

17) See， Jucker (1962) p. 42. 同時に Stackを組むことによって，ポイントガードの為のスペース

も広くなる。この点については Richard(1968) p. 26を参照。

18) 但し StackOffenseでは他のオフェンスと比べると，比較的リセットが簡単でぶある。

19) See， Cousy & Power (1983) p. 220. 

20) Stackからのゾーンオフェンスの展開例としては， Adams (1984)， Cousy & Power (1983) pp. 

252-255.， Harkins (1984)， Sivils (1992)などを参照。

21) Stackを使った PressOffenseとしては，吉井 (1989)pp. 349-356， Nagle (1986) pp. 18-43 

を参照。また InboundsPlayについては， Reiter (1993)やWalker& Donohue (1988) pp. 68-82 

などを参照。
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